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＜大学の動き＞

総長を補佐する体制について

京都大学総長井村裕夫

京都大学では，従来総長の補佐体制lは設けられていませんでした。それは，多くの事柄が部局に委ね

られていましたし，必要があれば，学生部長や部局長が補佐の役割を果たすことができたからでありま

す。

しかし平成4年に始まった教養部の廃止をはじめとする大学改革によって，従来の学部の枠を麓え

た問題が急速に増えて参りました。例えば全学共通科目は大学のすべての部局の円滑な協力なしには遂

行しえないことは言うまでもありませんし，それに伴う人員の管理の問題も生じて参りました。また，

高等教育教J受システム開発センターが設置され，今後全学的に教育法の開発を行っていくことになりま

しfこ。

一方，将来構想の検討も進められ，従来の学部，研究所の枠を越えた独立研究科構想も計画されてい

ます。また，現在のキャンパスの長期計画，第三キャンパス構想など，全学的な視点で取り組まねばな

らない課題が増えて参りました。大学の長期計画を策定する必要性は，今後とも増すものと考えます。

加えて京都大学は， 1997年には創立100周年を迎えることになり，記念事業にもいよいよ着手しなけれ

ばならなくなりました。

このような状況のもとで 総長を補佐する体制の必要性が生じてきたように思われます。欧米におい

てはほとんどすべての大学で，副学長あるいはプロボス トが置かれ，全学的な視野にたった大学運営が

なされています。

そこで京都大学においても 総長の補佐体制が必要であるか再か必要とするならどのような制度が

良いかを検討して頂くため，部局長会議のメンバーを中心としてワーキング ・グループ（座長 西川緯

一工学部長）を作り検討を重ねて頂きました。この度，西川座長より報告が提出されましたので，

に指紋いたします。構成貝の方々のご意見をお寄せ頂きたいと存じます。

平成6年11月22日

総長井村裕夫殿

総長を補佐する体市ljの在り方

についてのワーキング・グループ

座長阿川韓

総長を補佐する体制の在り方

について（報告）

本ワーキング ・グループは，他大学における副

学長等の尖｜育を把握しつつ，総長を補佐する体制

の本学における必要性，形態等について，平成6

年6月から 5回の会議を開催し検討を行ってきま

した。

これまでの審議の概要を以下のとおりまとめま

したので，ここに報告いたします。

I 必要性

現在，本学では， 21世紀にむけて学部並びに

大学院教育の改革，独立研究科の新設，新キャ

ンパスの確保，百周年記念事業，自己点検 ・評

価の実施等々，部局を越えて全学的に検討・実

施を進めなければならない課題が山積してい

る。また，各学部においては，大学院重点化が

進行中であり，研究所 ・センターにおいても改

組再編の検討が行われている。

このような状況のなかで，総長は大学の長と

しての公務に加え，圏内 ・外の学術関連機関等

の役職を兼ねるなど非常に多忙な状況にある。
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現状では，部局長会議が総長を補佐する役割

を果たしているが，その構成員であるところの

学部長， 研究所長，センタ一長も部局の長とし

て公務多忙な状況にある。

従来，本学の管理運営は，学部自治を尊重し

つつ，評議会 ・部局長会議を中心として行われ

てきており，これからもこの体制は堅持される

べきである。 しかし，前述の現状を考えると

き，本学の管理運営のより一層の円滑化と全学

的な課題に機動的に対応するためには，総長を

補佐する何らかの体制が必要であると考えられ

る。

II 形態等

総長を補佐する体制としては，当面，総長特

別補佐をおくことが適当である。この総長特別

補佐は，本来の教育研究活動に加えてその任務

につく，いわゆる充て職とする。

東京大学，大阪大学，神戸大学など， 27国立

大学におかれている副学長を本学におくことに

ついても検討したが，これについては，総長特

別補佐制の実施の経験を踏まえて，本学にふさ

わしい在り方をさらに検討することが適当と考

えられる。

また，東京大学，東京工業大学などにみられ

る補佐グループについても，特別補佐制の発足

後に改めて検討するのが適当である。

総長特別補佐 （以下「特別補佐」という。）

の在り方についてのワーキング ・グループの見

解は次のとおりである。

~ 
0副学長の場合には，人数は 2名とするのが多
くの大学の例である。本学における特別補佐

の人数をどうするかは，百周年記念事業の推

進の必要性等を考慮した場合，微妙な問題で

あるが，原則として 2名とすることとし，各

種委員会への関与をさしあたり最小限にとど

めることが適当である。

~ 
0任期については2年とし，委嘱する総長の任
期の終期を超えないものとするのが適当であ

る。なお，任期の途中で特別補佐が欠けた場

合，後任の特別補佐の任期は前任者の残任期

間とする。

0原則として，再任は認めない。

0総長が指名し，評議会の承認を得る。

区三副
0京都大学の専任の教授の中から選任すること

とし，とくに資格に限定は付さず，適正な運

用に委ねるものとする。

~ 
0総長のスタッフとして，総長に必要な情報の

提供，総長の職務執行に当たっての補佐，総

長から特に依頼された事項の処理等に当たる

ものとする。

0特別補佐聞の役割分担については，最初から
固定した分担を決めず，総長と相談しながら

分担を決めてし、く柔軟な形にする。

O特別補佐は，本来の教育研究活動も行う，い
わゆる充て職として特別補佐の任に当たるの

で，あまり過重な任務を課すことは望ましく

ない。当面の主たる任務としては，キャンパ

ス問題などの将来構想事項関係，百周年記念

事業関係などが考えられる。

｜各種会議との関係 ｜

0評議会には，オブザーパーとして出席する。
部局長会議にも出席することが適当である。

なお，部局長会議の各部会は，当分の問ほぼ

これまでどおりの形とする。

0現在，学内には将来構想検討委員会，教育課
程委員会などおよそ60の委員会がある。特別

補佐が総長を的確に補佐するためには，委員

会の審議内容等を十分に把握しておくことが

必要である。このため，各委員会は特別補佐

の情報収集に積極的に協力する必要がある。

なお，各委員会の運営は基本的には従来ど

おり行われるのが適当と考えるが，委員会に

よっては，特別補佐を正規のメンバーとする

ことも検討されてよい。
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巨E
0学生問題に関しては，現在，学生音rs長が総長
補佐的な役割を果たしており，特別補佐を設

ける場合の学生部長の扱いについても検討し

年末年始の火災予防と特別防火演習

本学教職員並びに学生諸君には，日頃から火災

予防にご協力願っているが，年末年始の火災多発

期を控え， 一人一人が防火についての認識と理解

をなお一層深めるようお願いしたい。また，消防

署による本年の立入検査の結果，廊下等避難通路

上の障害物撤去，喫煙管理の徹底，ガス探具の遮

熱措置の実施，多分岐電気配線の改修，失効消火

器の更新等種々の事項が指示され，これらについ

ては逐次改善されているところである。この機会

にそれぞれの場において これらの指示事項に留

意し，防火管理の強化及び消防用設備の点検等を

実施のうえ，改善を要するものについては，早急

に措置されるようお願いする。

本学には，学内の火災事故に備えて，自衛消防

団が置かれているが，本部地区自衛消防団による

恒例の年末特別防火演習を12月9日（金）午後2

時30分より左京消防署指導のもと消防車による放

水訓練を行った。

また，自衛消防団の日頃の活動に対し，当日

脚）京都府消防協会会長から表彰を受けた。

なお，宇治地区では12月 7日（水）に実施さ

れ，病院地区は12月21日 （水）に実施される。

（経理部）
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たが，学生部長は，当面，特別補佐とはせ

ず，従来のままの形で維持するのが適当であ

ると考える。学生部長及び学生部の今後の在

り方については，副学長制を考える段階でこ

れと並行して検討されるべきである。

＜部局の動き＞

学生懇話室（学生部）・保健管理センター

公開シンポジウム「心の通い合い その

原初型を探る 」

学生懇話室 （学生部）と保健管理センターとの

共催で「心」の問題を取り上げる平成6年度公開

シンポジウムを上記主題によって行った。次の講

師による講演と対談という形式で11月17日（木）

午後2時から 5時まで法経第7教室で開催し，来

聴者は350名を超えた。

個別演題と演者

「情緒交流の成り立ち」

小此木啓吾｛慶懸義塾大学環境情報j
l学部・医学部教授 J 

「コミュニケーションの進イヒ」

正高信男（霊長類研究所助教授）

司会粛藤久美千

（学生懇話室長，教育学部教授）

まず瀬地山 敏学生部長と森下玲児保健管理セ

ンタ一長の挨拶ではじまり，前半部では，それぞ

れの講師が精神分析学および比較行動学の豊富な

専門的知見を，スライドを多く用いて具体的にわ

かりやすく説明し，後半部では両講師の対談と全

体討論が活発に行われた。異質な専門的立場から

の話題提供は，理論的基礎や方法および研究対象

に隔たりがありながらも，個体問コミュニケー

ションの問題をその本元に立ち帰って聞い直そう

とする点で共通しているところから自ずと接点が

生まれ，聴衆の関心を喚起し，閉会後も更に30分

間講師に対する質問が続いた。

（学生部・保健管理センター）
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超高層電波研究センター・ MUレーダー

完成10周年記念式典・祝賀会

11月25日（金）午後3時から，信楽伝統産業会

館において，阿川緯ー工学部長はじめ学内外の関

係者約80名の出席を得て，信楽MU観測l所のMU

レーダー完成10周年記念式典が挙行された。

式典は，松本紘超高層電波研究センタ一長の

式辞のあと，来賓の祝辞，祝屯の披露に続いて，

杉本一夫信楽町長等に感謝状が贈呈された。引続

き午後4時から祝賀会が開催され，関係者がなご

やかに歓談した。

MUレーダーは電波を用いた地球大気観iJllJの全

一京都大学の百年 （第4回）一

国共同利用研究施設であり，高度10-120kmの中

層及びさらにその上部の超高層大気を地上から遠

隔探査することを目的として，滋賀県信楽町に昭

和56年度から総工費30億円を投じて建設され昭和

59年11月24日完成したものである。（『京大広報』

No.282参照）

日本で唯一の大気観測用大型レーダーである

MUレーダーは，完成以来全国の共同研究者はも

とより，国際協同研究計画への参阿等を通じ国外

の研究者にも活用されるなど，大気科学：の解明に

果たしている役割は非常に大きいものがある。

（超高層電波研究センター）

岡田良平総長と法科大学

岡田良平 (1864-1934）は，京都帝国大学の第2代総長である。初代総長木下贋次の辞職 (1907年7

月）後，後任には世上しきりに人選難が伝えられ，学習院御用掛の織にあった岡田が新総長に任命され

たのは，同年10月のこと。やっと決定した新総長には，その手腕に大きな期待が寄せられたが，しかし

岡田総長が在任したのは結局，翌日08年9月までの，わずかl年足らずのことであった。

岡田の生家は遠ナ｜‘｜接行｜｜の代表的「豪農」として知られ，ことに父の岡田良一郎（1839-1915）は報徳

社の指導者として著名，弟の一木幸徳郎 (1867-1944）も東大法科教授にして同時に官界に活躍， 相互密

院議長も務めた法学者・政治家。当の岡田良平も のちに文部大臣を歴任した敏腕の文部官僚 ・政治家

である。ところで，この岡田の赫赫たる経歴の中で見れば，僅かな一時期にすぎなかったともいえる京

大総長時代について，わが京大に残された評判は， はなはだ万しくない。

試みに『七十年史』を聞くと，「岡田は歴代総長中でももっとも官僚臭が強く」「自由主義的な教疑連

には歓迎されず」などとある。ことに岡田総長と法科大学教授陣との不和については，「イ云説」となっ

た観のある，さまざまな送話が存在する。例えば，次のようなもの。

その 1 岡田総長は，まるで小学校の校長か専門学校あたりの学生監のように，教授の授業参観をや

るので受けが悪かったが，岡村 司（民法）は，講義中に総長が入ってくると，講義を止めてさっさと

引き上げてしまったり，またある時は「ここは俗吏の来るところではない」と面詰した，という。

その2 総長が法科大学教授と親睦を図る必要があるというので懇親会を催したとき，総長がその席

に現れると，総長が出席するとは知らずにいた勝本勘三郎（刑法）は，ツト立ち上がって，「総長はど

ういうつもりでこの会に出席するのか。ここにいるものどもを人間だと思って来たのか。これらは皆天

狗で、すぞ‘」と郷検した，という（『瀧川教授事件』 1933年）。

このほかにも逸話はあるが，とにかく法科大学の猛者連に総長がやりこめられ，たじたじ，といった

様子である。しかし，なかなかどうして岡田も，向う気の強さでは決してひけをとらなかったはずの人
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物。文部省の総務長官時代には，同僚の普通学務局長津柳政太郎と， しばしば火の出るような激論を戦

わせたというし，また自説を固持して，時の文部大臣に喰ってかかることも一再にとどまらなかったと

いう（『岡田良平先生小伝』 1935年）。以下に紹介するのは， r京都法学会雑誌』（第2巻第10号）の「会

報」に載せられた，ある情f誌の記述である。

1907 （明治40）年10月27日に法科大学では，恒例の学術講演会である「法学会大会」が催された。岡

田総長は，同月赴任したばかりであったが，講演開始に先立ち畳檀して，居並ぶ法科大学教授－陣・学生

たちを前にこう演説を始めた。

「大学において，毎日の講義とは別に，こういう講演会をもっとはまことに結構なことである。こと

に，京都大学の出身者は往々にして世故に暗く礼儀をわきまえぬ者が多いと聞いているが，これはその

弊を矯めるにもよい機会であろう。講演のテーマに時事問題を掲げ論難討究の目的とすることも可とす

べきである。ただし，ここに注意すべきことがある。第一に，問題の討究はあくまでも学術的であり，

学理的に可否得失を論ずるにとどめ，その実行や結果の実現は学者の職分ではないことをわきまえねば

ならない。また時事問題といっても天下国家を論ずるのはよろしいが，区々たる地方的政争問題に首を

つっこんでは，当局施政の障害となるうえに，学者の品位を保つ所以ではない。第二に，外交問題は絶

対に取り上げてはならない。外交は出来隠密を尊ぶものであり，局外の者が無益な謬論をなしてまきち

らす害は，計り知れないものだからである。…」

これを聞く法科大学教授連の，苦虫を噛み潰ーしたような顔が，自に浮かぶ思いがする。のっけから，

京大出身者は世故に暗く礼儀を知らず，などとくるが，とにかく総長は，学問研究にも制約があること

を心得よ，と教授連に説教しているのである。外交について学者は口を出すな，とは，明らかに戸水事

件を念頭に置いたもの。さらに総長は，次のように言葉を継いで演説をしめくくった。

「実に去る16日，不肖総長の命を受けて以来，日夜念頭を離れない問題は，枇間に誤解の多いこの法

科大学の評判をいかにしてi留め，これを隆盛ならしめんかということである。しかしさきほどより，法

科大学長から話を聞いて余の考えと一致するのを知り，衷心歓びにたえないものである。…」

法科大学に対するi止の「誤解」とは，当時，京大法科卒業生の「成績不振」がさかんに取り沙汰され

ていたことを指している。その結果，法科大学では同年5月に規程を改正し，創設以来学生に課してき

た卒業論文の制度を廃するなど，教育方針の一定の転換を余儀なくされ，まちがいなく教授たちは，あ

る種「苦い思い」を味わっていたところであった。総長の発言は，教授陣の感情のデリケートな部分を

刺戟もしただろう。さて，以上の情最を眺めてくると，伝えられる総長と法科大学の不利とは，総長の

方から売った喧嘩，と思えてこないこともない。

法科大学のみならず，当時の京大の各分科大学は，毎年，入学者数が定員割れし，大学全体の「不

振」も嚇かれる状況にあった。しかし期待を担って登場した岡田新総長が，自ら教育方針として様携し

たのは「我が大学に在っては，勉めて人物修練の事に重きを置かざるべからず」という徳育重視であ

り，具体的には寄宿舎の管理強化といったものであり（f教育時論』 812号， 1907年11月5日），これは，

京大の気風とついに相容れなかったといわれている。また総長に反発したのは，決して法科大学だけで

はなかったと見られる。百年史編集史料室には，幸い，この時代の京都帝大についても，従来知られて

いなかった関係史料が少しずつ集められつつある。岡田総長の 1年聞は，本学にとって（浮柳事件の伏

線としていかなり重要な意味をもっ転換期であったといってよかろう。今後の検討を通じ，さらに鮮

明なf象をとりむすび得ることを期したい。

（百年史編集委貝会伊藤孝夫）
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行竹英雄防災研究所助教授

防災研究所附属地震予知研究センタ一助教授

行竹英雄先生は， 11月16日逝去された。享年

51。
先生は，昭和44年大阪市立大学理学部地学科を

卒業され，同45年京都大学大学院理学研究科地球

物理学専攻へ入学，同47年修士課程を修了，同50

年博士課程を終えた後，京都大学理学部附属阿武

山地震観測所助手に就任され，平成2年6月防災

研究所附属地震予知研究センターへ配置換の後，

平成5年6月に助教授に昇任された。

先生は，主として室内実験，特に高温高圧実験

による地球内部物性および地震発生機構に関する

研究に従事され，多くの業績を挙げられた。主な

研究内容は，地球内部の熱伝導に関する研究，岩

石の変形 ・破壊に関する実験的研究，鉱山内にお

ける地球物理学的野外観測，地震発生機構による

地震予知の研究などである。これらの研究の成果

の多くは圏内はもとより国際的にも高く評価され

ており，特に地震予知研究に対して新しい基礎理

論を与えるものと期待されている。

また，先生は，理学研究科において大学院学生

の教育 ・指導に熱心に取り組まれ，多数の優秀な

学生を育成された。

ここに謹んで哀悼の意を表します。

（防災研究所）

桝田淳子農学部文部事務官

農学部）（部事務官桝田淳子氏は， 11月19日

逝去された。享年540

同氏は，昭和39年4月本学農学部附属演習林に

就職， H百和40年4月農学部に配置換となり，昭和

63年4月教室事務主任に昇任され，今日まで30年

の永きにわたり，業務一筋に，多大の貢献をされ

た。平成6年には京都大学永年勤続者表彰（30年

勤続）を受けられた。

ここに謹んで哀’悼の意を表します。

（農学部）
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庄司 光名誉教授

本学名誉教J受庄司光先生は， 11月23日逝
去された。享年890

先生は， H百和7年京都帝国大学理学部物理学科

を卒業後，大阪市立衛生試験所技師，大阪市立生

活科学研究所環境課長，同環境衛生課長，大阪市

立大学教授，同大学家政学部長を経て，昭和34年

京都大学教授に就任，同44年停年により退官，同

49年 9月に京都大学名誉教授の称号を受けられ

た。この間，昭和41年8月から同42年7月まで京

都大学学生部長を務められ，大学の管理運営に貢

献された。

本学退官後は，昭和44年4月から同50年11月ま

で関西大学教授を務められた。

先生は，環境衛生学，公衆衛生学に関する研究

において優れた研究業績を挙げられ，常に斯学に

おいて指導的な役割を果たされた。特に，大気汚

染・室内汚染，水質汚濁，騒音 ・振動，高温労

働，公害行政の分野において多大の貢献をされ

た。『環境の衛生学』，『恐るべき公害』など多数

の著書がある。

また，大気汚染学会，土木学会，音科学会，日

本衛生学会，日本公衆衛生協会などにおいて，副

会長，理事，支部長等の要職を歴任される一方，

厚生省生活環境審議会委員，日本学術会議公害問

題特別委員会委員，同環境問題特別委員会委員な

どとして公害，環境問題に積極的に関与された。

地方自治体においても，大阪府，京都府，大阪

市，京都市，神戸市の公害対策審議会委員などを

務められ，環境衛生行政，公害行政に指導的役割

を果たされた。

これら一連の研究教育活動，学界活動，社会活

動により，昭和50年11月勲三等旭日中綬章を受け

られた。

ここに謹んで哀悼の意を表します。

（工学部）
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日 誌

(1994年11月1日一11月30日）

11月8日評議会 15口 チリ共和国アドルフォ・イパニエス大学
,,. 大学院審議会 Gonzalo lb加ezS.M.学長来学，関係教官と懇

ゐ 後援会助成事業検討委員会 談

イシ 平成6年度京都大学戦只研修主任研修（第2 22日評議会

回） (11日まで） 25日 超高層電波研究センター ・MUレーダー完成

11日 ドイツ連邦共和国 フンボルト大学 Marlis 10周年記念式典

Dorkop総長他2名来学，関係教官と懇談 29日 附属図f書館商議会
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